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　　X＝ 0.4124R'＋ 0.3576G'＋ 0.1805B'
　　Y＝ 0.2126R'＋ 0.7152G'＋ 0.0722B'　　（2）
　　Z＝ 0.0193R'＋ 0.1192G'＋ 0.9505B'
　さらに，（3）式によりXYZ値からL＊，a＊，b＊を算出する 8）。
　　L＊＝ 116（Y ⁄ Yn）1 ⁄ 3 − 16　　　　　 （Y ⁄ Yn ＞ 0.008856）
　　L＊＝ 903.29（Y ⁄ Yn）　　　　　　　　（Y ⁄ Yn ≦ 0.008856）
　　（3）
　　a＊＝ 500｛（X ⁄ Xn）1 ⁄ 3 −（Y ⁄ Yn）1 ⁄ 3｝
　　b＊＝ 200｛（Y ⁄ Yn）1 ⁄ 3 −（Z ⁄ Zn）1 ⁄ 3｝
　ここで，L＊は明度指数，a＊，b＊は知覚色度指数を表す。Xn，Yn，Znは完全拡散反射面のXYZ表
色系における三刺激値で，Yn＝ 100に基準化された照明光の三刺激値に等しい。ここでは照明光





　　C＊＝（ a＊ 2 + b＊ 2 ）1 ⁄ 2　　（4）


















































　図 7のh分布では，クエン酸媒染布の分布のピークが 60°〜 80°付近にあるのに対し，重曹
媒染布の分布では，ほとんどが 40°〜 60°付近に集中して分布している。このことから，クエ
ン酸媒染布は黄色寄りの色相に染まり，重曹媒染布ではクエン酸媒染布よりも 0°（赤）の方向
に近づいた橙の色相に染まることがわかった。
図 6　アボカド刻み種子から抽出した色素で染めた媒染布の彩度（C*）分布
　ここで，L＊分布のクエン酸媒染布の分布の形と重曹媒染布の形に着目してみると，重曹媒染
布の方が幅広く分布している繊維が多いことが確認できる。特に，濃色に染色された絹や羊毛
ではその傾向が顕著に現れている。幅広く分布しているということは，染色布の場所による明
度の違いが大きく現れているということであるが，これは，重曹による媒染を行ったことで染
色速度が増し，不均一な染まり方をしたものと推察できる。染色速度とは，染浴中の染料が繊
維に取り込まれる早さのことであり，均染を得る指標として重視される 10）。染色速度が早い染
− 9−
アボカド種子で染めた布の色彩的特徴
料は，染色時間が短くて濃色に染まる利点があると同時に，むら染めを起こしやすい。逆に染
着の遅い染料は，むら染めが起こりにくく，均一な染色効果が得られるが濃色には染まりにく
い欠点がある 11）。むら染めは，色が一様に染色されないことをいうが，その原因としては，被
染物の物性の不均一さによるものや，染液が均一に繊維に回らない，温度が不均一などの染色
方法・工程の問題等，様々な原因が考えられる 12）。本研究では，色素を抽出するときから媒染
剤が加えられているため，染色液と同浴で媒染したことになる。煮沸染色した際，媒染剤の作
用により染着のスピードが速くなり，結果的に不均一な染色状態になったのではないかと考え
られる。今回生じたむら染めは，目視で容易に確認できるレベルではなかったが，色彩画像解
析によってクエン酸と重曹の媒染剤による染色状態の違いが明らかとなった。
図 7　アボカド刻み種子から抽出した色素で染めた媒染布の色相角（h）分布
3.3　無媒染布と媒染布の比較
　図 4に示した刻み種子染色布のL＊分布に着目し，図 5の媒染布の頻度分布と比較して媒染
の効果について検討した。図 4での綿やナイロンの刻み種子による無媒染布の分布は，クエン
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酸媒染布や重曹媒染布に比べ，分布のピークがはっきりと現れている。このことから，無媒染
の染色布では媒染布で推測された不均一な染色状態がほとんど生じていないものと考えられる。
また，分布の位置を比べても，布によって程度に差があるものの，無媒染より媒染した布にお
いてピークが低明度側へとシフトしており，これらの繊維では媒染によって濃色に染まったと
いえる。無媒染布と媒染布では画像取り込み時に設定した解像度が違うため画像全体の画素数
も大きく異なる。そのため，あくまでも参考とするが，媒染剤を使用することにより染色性が
向上したものと考えられる。特に，重曹媒染で濃く染めることができ，無媒染やクエン酸媒染
では薄くしか染まらなかった綿布やポリプロピレン布についてもある程度濃色に染まり，良好
な染色性が確認された。
4. 結論
　アボカドの種子から抽出した色素で素材の異なる布を染色し，それぞれの染色布の画像から
画像解析によって色彩情報量を算出した。アボカド種子染色布の色彩的特徴を明らかにするた
め，L＊，C＊およびhの平均値や頻度分布から検討した結果，以下のような知見を得た。
1）刻み種子とスライス種子の染色液で染めた布を比較したところ，L＊平均，C＊平均，h平均と
もに顕著な差はみられなかった。絹布，羊毛布，ナイロン布では低明度，高彩度の測定結果
が得られ，アボカドから抽出した色素はペプチド結合をもつ繊維で濃色に染まることが示唆
された。また，いずれの布も，黄みの橙〜黄色付近の色相に染まることが確認された。
2）クエン酸媒染布と重曹媒染布を比較すると，重曹媒染の方が濃色に染まり，綿やポリプロピ
レン布もある程度濃色に染めることが可能であった。L＊，C＊，ｈの頻度分布から，重曹媒
染布が幅広い分布を示しており，不均一な染色状態であることが推察された。これは，媒染
によって染色速度が向上し，濃色に染めることができるが，一方でむら染めが生じやすいと
解釈された。
3）アボカド種子を染料とした染色結果より，素材や媒染剤によっては濃色に染められることが
確認され，廃棄される身近な植物素材を利用した新しい草木染め教材としての可能性が見出
された。
　本研究を遂行するにあたり，有益なご助言を賜りました岐阜女子大学の森俊夫氏に厚く御礼
申し上げます。
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